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　65歳未満で発症する若年性認知症の人は全国に3.57 万人（18～ 64歳の人口 10万人あたり
約 50人、1万人あたり約 5人）、県内の若年性認知症の人は、約 2,200 人と見込まれています。
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①まずは、親族から岡崎警察署に110 番、行方
不明の届出をお願いします。
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　（おかえりメール配信への承諾も同時にしてください）

③見守り協力員はメールからの情報により、可
能な範囲で捜索にご協力いただきます。ご本
人を見つけた場合は、安全確保のうえ岡崎警
察署へ連絡をお願いします。

②警察から市への連絡により「おかえりメール」
として見守り協力員にメール配信します。
　※配信内容は、氏名、年齢、性別、特徴（髪型、体格、服装、

など）顔写真、いなくなった時間と場所など警察へ行方不
明の届出をした内容です。
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① 認知症高齢者等事前登録制度

② 位置情報検索サービス導入費の助成

③ 認知症高齢者等個人賠償責任保険

 認知症高齢者等事前登録制度

 位置情報検索サービス導入費の助成

 認知症高齢者等個人賠償責任保険

�Ô�æ�M
Æ�Ì�t
‹�Q�”

�Ô�ª�U�°�w�Ä�‚�t
‹�Q�”

�“�A

�“�A

�“�A

�0	Å	�

�0	Å	�

認知力の低下により自宅に帰れないなど行方不明になることに備え、事前に情報登録を行
う制度です。登録された情報は、市、岡崎警察署及び地域包括支援センターで共有し、スム
ーズな捜索、早期発見に繋げます。

行方不明時に、警察への行方不明の届出をしていただき、メール配信への同意を得られた
場合「おかえりメール」による見守り協力員へのメール配信を行います。
詳しくは、下の「行方不明になってしまったときは」をご覧ください。

岡崎市の住民基本台帳に登録がある65歳以上の高齢者で、認知症等により自ら外出して
行方不明となる可能性のある方。（65歳未満の若年性認知症も含む※1）
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小型機器を認知症高齢者が携帯することにより、行方不明時に位置情報を捜索できる民間
サービスの導入費を助成します。

認知症高齢者等が�î
C�$な事故で法律上の損害賠償責任を負った場合に、被害者に支
払うべきお金を保険で補償する制度です。

①の認知症高齢者等事前登録制度に登録されている方のうち、要介護・要支援認定を受け
ており、在宅（自宅）※2で生活をされている方。

①の認知症高齢者等事前登録制度に登録されている方で、同様の個人賠償責任保険に
加入していない方。

市役所へ申請書類等の提出が必要です。
詳細は右のQRコードから確認をお願いします。
対象者一人につき1回限り、導入費用のうち、通信料を除いた上限
1万円まで。

※1 : 65歳未満の若年性認知症のかたは介護認定など認知症の診断が必要です。
※2 : 在宅は介護保険給付における居宅の考えとは異なります。
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他人に怪我を負わせてしまったり、
財物等を壊してしまった場合など

誤って線路に入り、電車等を
止めてしまった場合など
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参考：厚生労働科学研究費補助金厚生労働科学特別研究事業「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」
　（平成 26年度総括・分担報告書、研究代表者二宮利治、平成 27年３月）

認知症について知っていますか？
～みんなで支える～

認知症は誰でもなる可能性があります

　高齢化が急速に進んでおり、認知
症高齢者の数は団塊ジュニア世代

が65歳以上になり始める2040年
には、岡崎市で推計すると約
2.1万人！の見込みです。つまり
65歳以上の岡崎市民の
５人に１人が認知症になる可
能性があります。

   2024年1月に「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」が施行されま
した。
　超高齢社会を迎えた昨今、認知症は誰もがなりうるものとなりました。認知症の
人だけでなく、誰もが我が事として認知症について考え、理解を深め、みんなで支
え合える岡崎市を目指しましょう。

14,330 14,833 15,327
15,823 16,295 16,723

18,823
20,768 20,947

認知症有病者数

岡崎市の認知症有病者数の推計

お問い合わせ
岡崎市長寿課予防係（福祉会館1階19番窓口）
TEL FAX0564-23-6837 0564-23-6520

又は、担当の地域包括支援センターへ

適度な運動をしよう

1日 3食バランスよく食べよう

主食、主菜、副菜をそろえ、バラ
ンスよく食べましょう。牛乳、乳
製品、大豆・大豆製品、野菜や果物、
海藻類などをたっぷり摂りましょ
う。食前に岡崎モグザえもん体操
をすると、むせがなくなり飲み込
みやすくなります。

人と積極的に交流し、
活動的な生活を送ろう

身体と一緒に脳も活動させよう

本を読んだり、文章を書いたり、趣味に取り組
んだり、様々な活動をとおして生活を楽しみま
しょう。
地域の催しや趣味のサークル活動などに積極的
に参加するのもおススメです。
岡崎市が実施している介護予防教室もあります。

運動と認知機能のトレーニングを組み合わせ
た「コグニサイズ」の実施が、認知機能の低
下を抑制することが明らかになりました。( 国
立長寿医療研究センターHPより引用 )
例えば、ウォーキング＋しりとりや 100 から
３ずつ引いていく計算などを組み合わせて身
体と一緒に脳も活動させましょう。

ウォーキングや体操、自転車に乗
るなどの有酸素運動を無理なく継
続して行いましょう。1 日 30 分
以上、週 3 回以上が理想的です。
岡崎ごまんぞく体操も取り入れま
しょう。

岡崎モグザえもん体操▲

岡崎ごまんぞく体操▲
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